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　二
〇
二
一
年
、
心
新
た

に
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　皆
様
方
に
は
今
年
の
新

年
は
、
不
安
と
希
望
・
期

待
の
複
雑
な
心
境
で
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　昨
年
は
、
大
き
な
災
害

の
無
い
一
年
の
安
寧
を
念

じ
て
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た

が
一
変
、
三
月
か
ら
誰
も

が
予
測
し
な
い
「
新
型
コ

ロ
ナ
禍
」
が
世
界
中
で
猛

威
を
振
る
い
、
未
だ
に
終

息
ど
こ
ろ
か
第
三
波
・
四

波
の
感
染
対
策
に
追
わ
れ
、

早
急
の
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

実
用
化
が
切
望
さ
れ
て
い

ま
す
。

　我
々
、
十
六
期
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
は
、
任
期
三
年
の

折
返
し
で
の
、
心
新
た
な

ス
タ
ー
ト
の
出
鼻
を
挫
か

れ
、
過
去
に
経
験
が
無
い

環
境
の
中
、
委
員
・
事
務

局
が
一
丸
と
な
り
刻
々
と

変
わ
る
状
況
に
合
わ
せ
て

の
三
密
回
避
は
勿
論
、
感

染
対
策
に
万
全
を
期
し
な

が
ら
、
許
認
可
業
務
を
は

じ
め
、
農
地
の
権
利
移
動

の
実
態
を
把
握
す
る
為
、

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
に
よ
る

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を

実
施
し
、
違
反
転
用
の
現

地
調
査
と
近
年
増
加
傾
向

に
あ
る
太
陽
光
発
電
設
備

の
設
置
管
理
状
況
を
調
査

し
適
切
な
指
導
を
す
る
な

ど
、
可
能
な
限
り
の
任
務

に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
市
農
林
水
産
部

各
課
の
事
業
説
明
会
を
開

催
し
、
我
々
委
員
の
現
場

の
声
や
問
題
点
、
市
の
施

策
に
対
し
て
の
要
望
等
の

意
見
を
交
換
し
、
今
後
の

更
な
る
協
力
と
情
報
の
共

有
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　新
年
を
迎
え
、
任
期
半

年
の
残
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
集
落
を
守
り
農
地

を
維
持
し
、
担
い
手
へ
の

集
約
な
ど
に
位
置
づ
け
さ

れ
て
い
る
両
委
員
が
「
集

落
話
し
合
い
」
の
リ
ー
ダ

ー
と
な
っ
て
、
「
農
地
を

守
り
、
ど
う
活
か
す
か
」

を
共
に
考
え
行
動
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
今
年
も
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

いわき市農業委員会

会長 草野庄一

年
頭
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
ご
あ
い
さ
つ

新春を彩る若菜の香り新春を彩る若菜の香り
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農業委員・農地利用最適化推進委員を募集農業委員・農地利用最適化推進委員を募集農業委員・農地利用最適化推進委員を募集

令和3年2月1日（月）～令和3年3月1日（月）

令和3年7月8日～令和6年7月7日

『推薦』と『自らの応募』の2通りの応募方法があります。

農業委員 24人
農地利用最適化推進委員 32人

※推薦書、応募書は期間内必着

（担当地区別に定数を設けています）

応募方法の詳細については、「募集要項」をご覧ください。
募集要項は、1月25日（月）から農業委員会及び各支所の窓口で配布します。
いわき市のホームページ上にも情報を掲載しておりますので、様式等をダウン
ロードし、ご使用いただけます。

主な職務内容主な職務内容

農業委員会の会議に出席
し、農地法や他の法令に基
づく農地の権利に係る許
可等に関して、審議、判断
を行います。

※「農地等の利用の最適化」とは、担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新
　規参入の促進を行うための活動です。

現場活動を主に、担当する
区域において、※農地等の
利用の最適化を推進する
ための活動を行います。

連携して活動します連携して活動します

農林水産部　農業振興課
いわき市平字梅本21（市役所本庁舎４階）
TEL 0246（22）7471

いわき市平字堂根町4－8（東分庁舎５階）
TEL 0246（22）7534 　FAX 0246（22）7538　 e-mail nogyo@city.iwaki.lg.jp

◇農業委員の募集に関すること

いわき市農業委員会事務局

農業委員会事務局　農政振興係
いわき市平字堂根町4-8（東分庁舎５階）
TEL 0246（22）7534

◇農地利用最適化推進委員の募集に関すること

農 業 委 員 農地利用最適化推進委員

編集発行

募 集 期 間

募 集 人 数

任 　 期

応 募 方 法

お
問
い
合
わ
せ
先
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　去
る
11
月
12
日
、
福
島
市
飯
坂
町
の
「
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
」
で
令
和

2
年
度
福
島
県
下
農
業
委
員
会
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
感
染

症
対
策
の
た
め
参
加
人
数
の
制
限
が
あ
り
、
当
会
か
ら
は
草
野
庄
一
会

長
、
蛭
田
元
起
会
長
職
務
代
理
者
、
表
彰
対
象
者
の
油
座
勝
三
農
業
委

員
、
そ
の
ほ
か
に
事
務
局
か
ら
2
名
の
同
行
が
あ
り
、
計
5
名
の
参
加

で
し
た
。
全
体
で
は
約
3
6
0
名
の
出
席
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　主
催
者
の
（
一
社
）
福
島
県
農
業
会
議
の
鈴
木
理
代
表
理
事
会
長
の

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
会
関
係
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　1. 
一
般
社
団
法
人
福
島
県
農
業
会
議
代
表
理
事
会
長
表
彰

・
永
年
勤
続
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
12
年
以
上

　在
任
）

　
　
　油
座
勝
三
氏

　
　阿
部
浩
二
氏

・
全
国
農
業
新
聞
普
及
優
良
農
業
委
員
会
（
努
力
賞
）

　
　
　い
わ
き
市

　2. 
第
３７
回
農
業
委
員
会
情
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

・
福
島
県
農
業
会
議
会
長
賞
（
優
秀
賞
）

　
　
　い
わ
き
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
№
1
8
4

　表
彰
の
後
、
鈴
木
正
晃
副
知
事
と
菅
野
孝
志
J
A
福
島
五
連
会
長
の

来
賓
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　記
念
講
演
の
講
師
は
福
島
大
学
食
農
学

類
の
小
山
良
太
教
授
。
「
震
災
10
年
以
降

の
福
島
県
の
農
業
・
農
村
活
性
化―

新
た

な
産
地
形
成
と
食
農
連
携―

」
と
題
す
る

熱
弁
で
し
た
。

　主
催
者
事
務
局
か
ら
は
、
本
県
農
業
の

発
展
に
関
す
る
福
島
県
選
出
国
会
議
員
や

福
島
県
知
事
へ
の
要
請
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
、
最
後
に
「
農
地
利
用
の
最
適
化

に
向
け
た
申
し
合
わ
せ
」
を
決
議
し
閉
会

し
ま
し
た
。

　去
る
9
月
17
日
（
木
）
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
椿
山
荘
で
、
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
一
堂
に
会
し
、

第
４
回
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
そ
の

中
で
い
わ
き
市
農
林
水
産
部
本
田
和
弘

部
長
、
渡
邊
伸
一
郎
次
長
を
は
じ
め
、

農
業
振
興
課
、
農
地
課
、
林
務
課
の
課

長
を
招
き
、
「
農
林
水
産
部
に
お
け
る

令
和
２
年
度
事
務
事
業
概
要
に
つ
い
て

の
勉
強
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　は
じ
め
に
、
本
市
農
林
業
に
関
す
る

主
な
施
策
概
要
等
を
含
め
、
本
田
部
長

か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
、
各
課
長

か
ら
市
農
林
水
産
部
令
和
２
年
度
事
業

計
画
書
に
沿
っ
て
詳
し
い
事
業
内
容
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　農
業
振
興
課
長
か
ら
は
、
農
業
者
の

高
齢
化
と
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地

の
拡
大
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影
響
に

よ
る
風
評
な
ど
、
農
政
を
取
り
巻
く

様
々
な
課
題
へ
の
対
応
や
、
本
市
農
業

の
持
続
的
発
展
と
力
強
い
農
業
の
実
現

に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
「
市
農
業
・
農
村
振
興
基
本
計

画
」
及
び
「
第
四
期
新
農
業
生
産
振
興

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
農
地
課
長
か
ら
は
、
「
地
域
の

中
心
と
な
る
経
営
体
へ
の
農
地
集
積
」

「
農
業
水
利
施
設
の
補
修
・
更
新
」

「
災
害
に
強
い
国
土
・
地
域
の
構
築
」

を
目
的
と
す
る
農
業
農
村
整
備
事
業
の

ほ
か
、
国
土
調
査
事
業
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　林
務
課
長
か
ら
は
、
本
市
の
豊
富
な

森
林
資
源
の
適
切
な
保
全
と
活
用
、
森

林
環
境
教
育
の
推
進
、
地
域
材
等
の
利

用
拡
大
、
循
環
型
社
会
に
対
応
し
た
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
と

促
進
な
ど
「
豊
か
な
森
林
づ
く
り
と
木

材
利
用
拡
大
を
目
指
し
て
」
を
施
策
の

方
向
性
の
テ
ー
マ
と
し
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
地
域
の
農
道
を
生
活
道
路

と
し
て
利
用
す

る
市
民
と
農
業

者
と
の
共
生
に

つ
い
て
、
国
土

調
査
の
進
捗
と

今
後
の
展
望
に

つ
い
て
、
家
族

経
営
者
や
担
い

手
確
保
に
向
け

た
支
援
に
つ
い

て
な
ど
、
活
発

な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

福
島
県
下
農
業
委
員
会
大
会
参
加
報
告

市農林水産部における令和2年度事務事業概要についての勉強会

（
執
筆

　蛭
田
元
起

　編
集
委
員
長
）

令
和
2
年
度

も

り
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可動式ベッド

今
号
の
表
紙
か
ら

今
号
の
表
紙
か
ら

いわき市農業委員会だより 第188号（6）2021年（令和３年）1月1日

　田
人
町
の
齋
藤
清
輝
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で

は
、
正
月
用
に
作
付
け
さ
れ
た
水
耕
栽
培

の
ミ
ツ
バ
が
収
穫
期
を
迎
え
、
青
々
と
成

長
し
ハ
ウ
ス
一
面
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
か
ら
年
末
の
一
週
間
で

全
て
取
り
切
る
た
め
、
家
族
総
出
で
早
朝

か
ら
作
業
を
し
ま
す
。

　良
質
な
水
に
酸
素
濃
度
を
高
め
る
ナ
ノ

バ
ブ
ル
発
生
装
置
を
設
置
し
、
農
薬
や
化

学
肥
料
の
使
用
を
控
え
る
エ
コ
栽
培
に
取

り
組
む
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　ミ
ツ
バ
は
セ
リ
科
の
多
年
草
で
、
彩
り

や
香
り
を
加
え
る
た
め
に
お
吸
い
物
や
茶

碗
蒸
し
な
ど
に
添
え
ら
れ
ま
す
。
常
に
脇

役
的
な
存
在
で
す
が
、
実
は
栄
養
が
豊
富

な
上
、
縁
起
物
の
食
材
と
し
て
も
愛
さ
れ

て
い
ま
す
。

　昔
か
ら
正
月
の
お
雑
煮
な
ど
に
よ
く
見
ら

れ
る
「
結
び
三
つ
葉
」
は
、
縁
を
結
ぶ
と
い

う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
る

新
年
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
と
人
と
の
結
び

つ
き
を
大
切
に
し
て
、
明
る
い
一
年
に
な
る

よ
う
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
（
撮
影
・
執
筆

　遠
藤
重
和

　委
員
）

　

　今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
平
菅

波
で
水
稲
1
6
0
a
、
い
ち
ご

2
0
a
を
栽
培
す
る
根
本
盈
明

（
み
つ
あ
き
）
さ
ん
で
す
。

　根
本
さ
ん
は
、
福
島
さ
く
ら
農

業
協
同
組
合
い
わ
き
い
ち
ご
部
会

部
会
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
い
わ

き
地
区
の
い
ち
ご
農
家
の
先
駆
者

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
根

本
さ
ん
は
現
状
の
ハ
ウ
ス
を
そ
の

ま
ま
生
か
し
た
可
動
式
ベ
ッ
ド
高

設
栽
培
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　可
動
式
と
い
う
こ
と
で
、
作
業

通
路
に
も
作
業
時
以
外
は
イ
チ
ゴ

の
ベ
ッ
ド
が
並
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て

今
ま
で
の
倍

の
作
付
け
が

で
き
、
ハ
ウ

ス
を
有
効
利

用
で
き
る
方

式
で
す
。

　ま
た
、
Ｕ

Ｖ
Ｅ
（
紫
外

線
ラ
イ
ト
）

を
利
用
し
た

害
虫
防
除
に

よ
り
、
今
ま

で
の
１
／
３

ま
で
化
学
薬

品
の
使
用
を
減
ら
し
た
栽
培
を
し

て
お
り
、
消
費
者
に
も
自
分
自
身

に
も
安
全
・
安
心
な
い
ち
ご
作
り

を
し
て
い
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

　ま
た
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
も
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
福
島
さ
く
ら
農
業
協

同
組
合
い
わ
き
い
ち
ご
部
会
高
設

栽
培
研
究
会
の
一
員
と
し
て
県
Ｇ

Ａ
Ｐ
の
団
体
認
証
を
取
得
し
て
い

ま
す
。
県
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
に
よ
り

安
全
・
安
心
の
取
り
組
み
が
市
場

や
消
費
者
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と

話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、
い
わ
き

い
ち
ご
部
会
部
会
長
だ
っ
た
平
成

30
年
度
に
は
、
い
わ
き
市
農
林
業

賞
を
団
体
で
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　根
本
さ
ん
は
、
現
在
菅
波
区
長
、

夏
井
区
長
会
会
長
を
務
め
て
お
り
、

一
年
中
手
の
か
か
る
い
ち
ご
栽
培

と
共
に
地
域
行
政
に
携
わ
り
、
地

区
の
た
め
に
も
尽
力
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　令
和
2
年
の
収
穫
は
11
月
下
旬

頃
か
ら
と
の
こ
と
で
、
今
年
も
甘

く
お
い
し
い
い
わ
き
い
ち
ご
が
食

べ
ら
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　多
忙
の
中
取
材
を
受
け
て
く
だ

さ
っ
た
根
本
さ
ん
に
感
謝
を
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
益
々
の

活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人

（
撮
影
・
執
筆

　箱
﨑
寿
正

　委
員
）

平菅波根本　盈明さん（66歳）
ね もと　　 みつ あき



受賞受賞

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）

農地流動化情報農地流動化情報農地流動化情報 Vol.46
　農業委員会では、耕作を目的とする農地情
報の収集・提供を行っています。売買・貸借
等の意向がある方は、是非ご相談ください。

　手続き等の詳細を知りたいという方
は、農業委員会事務局までお問い合わ
せください。

No.
農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.

☎
農業委員会事務局 農地調査係

0246（22）7574お問合わせ

◆ 売 り た い

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.
◆ 貸 し た い

いわき市農業委員会だより（7）第188号 2021年（令和３年）1月1日

　例年、米の収穫期～１月頃にかけて水田等で野焼きの現場が散見されてお

り、現場の周辺住民等から煙や異臭等、多くの苦情が寄せられています。

野焼きの中でも、稲わら等の野焼きについては、例外的に認められています

が、前提として周辺地域の生活環境に与える影響を少なくする必要がありま

す。つきましては、野焼きを行う際は以下の２点に十分ご注意ください。

　①煙、異臭、灰の飛散等、周囲の迷惑とならないよう、周囲の理解を得た上で行ってください。

　②火災の危険性が高まる時期や、周囲が不審に思う時間帯を避けるようにしてください。

1

2

3

4

5

田

畑

田

畑

田

9.92

3.89

34.51

2.99

31.12

平上神谷字黒磯　　　（1筆）

四倉町狐塚字沼田　　（1筆）

四倉町狐塚字房田　　（4筆）

四倉町狐塚字房田　　（1筆）

三沢町弓張　　　　　（4筆） 1 田 61.20錦町成沢　　　　　　（9筆）

6

7

8

田

田

田

34.10

5.14

66.57

山田町館下　　　　　（1筆）

山田町細井　　　　　（1筆）

山田町余木田　　　　（5筆）

　去
る
９
月
９
日
（
水
）
、
福
島
市
の

杉
妻
会
館
に
お
い
て
、
第
61
回
福
島
県

農
業
賞
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
い
わ
き
市

か
ら
は
あ
か
い
菜
園
株
式
会
社
が
復

興
・
創
生
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
や
令
和
元
年
東
日
本

台
風
の
被
害
を
乗
り
越
え
、
地
域
農
業

の
復
活
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

福
島
県
農
業
賞
受
賞

審
査
の
講
評

県
情
報
紙
コ
ン
ク
�
ル
優
秀
賞

県
情
報
紙
コ
ン
ク
�
ル
優
秀
賞

　第
37
回
福
島
県
農
業
委
員
会
情
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
「
い
わ

き
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
1
8
4
号
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　そ
の
表
彰
式
が
、
11
月
12

日
に
福
島
市
で
行
わ
れ
た
県

下
農
業
委
員
会
大
会
の
席
上

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

鈴
木
理
県
農
業
会
議
会
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
の
盾
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　写
真
に
気
を
使
っ
て
お
り
、
会
議
の
写
真
も
動
き
の
あ
る
も
の
を

使
用
し
て
い
る
。
連
載
「
が
ん
ば
る
農
業
者
あ
の
人
こ
の
人
」
と

い
っ
た
地
域
の
担
い
手
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
読
み
や
す
い
。
硬

軟
合
わ
せ
た
情
報
が
、
読
み
や
す
く
配
置
さ
れ
て
い
る
の
も
よ
い
。

　ぜ
ひ
、
こ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
で
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

野焼きを

行う際の

注意事項

いわき市農業振興課



　　昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
伴
い
、
イ
ベ
ン
ト
や
結
婚
式
な
ど
、

様
々
な
社
会
活
動
が
延
期
、
中
止
、
自
粛
と

な
り
ま
し
た
。
経
済
活
動
が
著
し
く
低
下
す

る
中
、
東
日
本
大
震
災
以
降
業
務
用
米
に
移

行
し
全
国
一
位
の
生
産
高
に
な
っ
た
我
が
県

も
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　米
農
家
の
み
な
ら
ず
農
業
従
事
者
に
と
っ

て
厳
し
い
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
人
々
は
新
し
い
生
活
様
式
を
受
け

入
れ
て
社
会
活
動
を
再
開
し
、
政
府
の

G
O
T
O
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
効
果
で
経
済
活
動
も

回
復
の
兆
し
を
見
せ
て
い
ま
す
。
我
々
が
今
す

る
べ
き
事
は
今
を
憂
い
て
歩
み
を
止
め
る
の
で

は
な
く
、
コ
ロ
ナ
あ
り
き
の
世
界
で
何
が
出
来

る
か
を
考
え
行
動
す
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　今
年
が
昨
年
の
知
識
と
経
験
か
ら
良
い
方

向
へ
転
換
出
来
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

　気
持
ち
が
落
ち
込
む
中
、
希
望
の
星
と
し

て
延
期
と

な
っ
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が

無
事
開
催
さ

れ
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り

で
す
。

編 集 委 員

　平第四小学校の5年生42名が9月29日秋晴

れの中、学校近くの5アールの学習田で「ま

んげつもち（もち米）」の稲刈りを体験し、農

業の魅力を学びました。

　子供達は、平浄水場近くの黄金色に実っ

た学習田に集まり、地元稲作農家から指導

を受けて、鎌の使い方や刈り取りのこつな

どを学んだ後、1株ずつ丁寧に刈り取りを行

いました。自分達が植えた苗が立派に成長

し、感動しながらも笑いを絶やさず真剣に

稲刈りをしていました。きっと小学校生活

の楽しい思い出になったと思います。

　同校は、総合学習の一環として毎年米作

りに取り組んでいます。6月1日に田植を行

い、成長を観察してきました。11月の収穫

祭で学習の成果を披露し、餅つきをして味

わったとのことです。

農
産
物
直
売
イ
ベ
ン
ト﹁
田
人
ひ
�
そ
り
市
﹂開
催

農
産
物
直
売
イ
ベ
ン
ト﹁
田
人
ひ
�
そ
り
市
﹂開
催

（撮影・執筆　鈴木義直　委員）

（
執
筆

　和
田

　正
人 

委
員
）

いわき市農業委員会だより 第188号（8）2021年（令和３年）1月1日

トピックストピックス 《南部地
区》

　〔小名
浜・勿来・

常磐・

　　 遠野
・田人地

区〕

編
集
後
記

編
集
後
記

蛭田元起委員長蛭田秀史副委員長

草野久仁昭 和田正人箱﨑寿正

・
・

遠藤重和 鈴木義直・
・

（撮影・執筆　
　蛭田秀史　副編集委員長）
（撮影・執筆　
　蛭田秀史　副編集委員長）

　去
る
11
月
22
日
、
い
わ
き
市
南
部
の
田
人
町
に

て
農
産
物
直
売
イ
ベ
ン
ト
田
人
ひ
っ
そ
り
市
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
は
ほ
っ
こ
り
祭
が
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
感
染
症
流
行
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
毎
年
田
人
の
野
菜
を
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
る
お
客
さ
ん
や
、
手
塩
に
か
け
て
育
て

た
野
菜
を
食
べ
て
欲
し
い
農
家
さ
ん
を
放
っ
て
は

お
け
ず
、
軽
ト
ラ
市
の
み
で
は
あ
り
ま
す
が
ひ
っ
そ
り
と
小
さ
な

直
売
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
や
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
、
マ
ス
ク
着

用
な
ど
、
対
策
が
講
じ
ら
れ
、
白
菜
や
大
根
、
自
然
薯
な
ど
の
新

鮮
な
野
菜
や
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
や
栗
お
ふ
か
し
、
干
し
柿
な
ど

の
農
産
物
加
工
品
も
販
売
さ
れ
賑
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。　集

客
す
る
事
も
は
ば
か
ら
れ
る
中
で
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
方

た
ち
の
笑
顔
を
見
て
、
開
催
さ
れ
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
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